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第13回目 

第14回目 

第15回目 

第16回目 

第17回目 

第18回目 

第19回目 

第20回目 

第21回目 

第22回目 

第23回目 

第24回目 

第25回目 

第26回目 

第27回目 

第28回目 

第29回目 

第30回目 

割合

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

模擬授業の発表試験があり、子どもが分かりやすい授業展開が行えるかどうか評価す
る。

教科書と参考図書

成績評価の方法と基準

第3章：カリキュラム・年間指導計画作りのポイント

第7章：マルチメディア教材、インターネット等(ICT)の活用法

第8章:1時間の指導の組み立て方

第9章：教材の使い方・選び方と開発方法

第10章：評価の意義と評価方法

第3章：カリキュラム・年間指導計画作りのポイント

第4章：指導者と指導形態、よりよいティーム・ティーチングの進め方

第5章：小学生の指導に役立つ基本的な外国語教育

第6章：クラスルーム・イングリッシュの活用

第5章：発展─さまざまな展開活動

第6章：1時間の振り返り、自己評価の実際

第7章：実際の単元展開例

期末テスト：模擬授業の発表（評価と講評）

第3部：演習─指導の実際と教材　第1部：指導の基本と留意ポイント

第2章：あいさつ、ウォーミングアップ、復習

第3章：導入─新しい言語材料の導入とテクニック

第4章：基本─ドリル活動のバリエーション

評価の基準

小学校英語教育の進め方─「ことばの教育」として─（成美堂） 2500円＋税

授業参加態度
授業内容に対して問題意識をもって聴き、理解しようとする積極的な態度。授業を有
意義かつ活性化することに貢献する態度。

レッスンプランなど、年間数回のレポート提出があり、設定された課題が満たされて
いるかどうか評価する。

中間・学期末試験

保育園や小学校の訪問などの実習がありますので、佐野短期大学の代表として服装や態度に注意し、自覚を持って臨んで下さ
い。

発表内容（態度含む）
学内授業における担当箇所の発表内容について、見やすいハンドアウト、明瞭な説明
を行えたかどうかなどを評価する。

その他

期末テスト：模擬授業の発表（評価と講評）

評価の領域

佐野短期大学シラバス2013

単位数

2単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

講義棟3階 授業中に指示します

第1回目 

第2回目 

第3回目 

第4回目 

第5回目 

第6回目 

第7回目 

第8回目 

第9回目 

第10回目 

第11回目 

第12回目 

第１部：概論─理論と背景　第１章：外国語教育の意義

授業の方法

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

ガイダンス（授業の方針、進め方、評価方法等の説明）

授業の到達目標

第10章：英語教育全体における小学校英語教育の役割

第2部：実践─何をどう進めるか　第1章：小学校英語教育の目標の立て方

第2章：小学校における英語導入の背景と現状、課題

子ども英語教材ワークショップ

担当者に関する情報
オフィスアワー

木曜・金曜日9：00～18：

英語活動の目標、理念、現状を把握し、基本的な指導法を学ぶとともに、実践の場（保育園・幼稚園・小学校）でどのように
授業を展開するかを具体的に学ぶ。

①指導目標・カリキュラム・年間計画を立つことができるようにする。
②保育園・小学校英語時間のレッスンプランを立つことができるようにする。

様々なアクティヴィティの目的とその有効な実施方法を学び、模擬授業を行いながら、小学校や保育園訪問といった実践の場
に備え、技術を磨く。

開講年次 開講学期 曜日・時限
Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

第3章：海外の初等外国語教育

第4章：言語習得論─母語の習得と第二言語習得

第6章：言語のしくみとコミュニケーション能力

子どものための教育実習

氏名

堤　裕美子

授業の形態

科目名

第2章：校内の環境作り、共通理解と校内研修

授業の性格

演習

子どものうたとゲームⅠ・Ⅱ、幼稚園・保育英語、児童英語

（選択必修（子ども英語ユニット））

この授業を履修するとあなたは①学内における授業の際は演習形式で学生の発表を中心に進めるため、資料を読み、要点を発
表する技術を身につけることができる。
②教育実習として小学校や保育園で実際に園児や小学生に英語の授業を行うことによって、これまで学習した成果を発揮する
ことができる。
③指導者として素質を磨くことができる。

第7章：国際理解教育と英語教育

第8章：求められる教員の資質

第9章：英語力の向上と鍛え方

2年 通年 火曜日・１時限


